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く解　題〉

　2007年度（平成19年度），愛媛大学法文学部総合政策学科専門科目「フィールド・ワーク」（主

として2回生が受講）ならびに学生の就職・自立を目指すサークル「Cha11enge　Job　C1ub」（協

力：和田ゼミナール）を通じて指導した学生が調査・研究・執筆した小論文を掲載する。これ

らの小論文は，株式会社伊予銀行が創業130周年記念事業の一環として行った「魅力あふれる

ふるさとづくり懸賞論文・作文」へ応募した3点である。そのうち，高須賀ひとみ他「等身大

の地域再生で愛媛を元気に」は入選作品として選出された。いずれの作品も，愛媛大学学生が

地域の実態に関心を持ち，地域の現状を把握し，地域に生きる展望を見出そうとしたものであ

り，単に小論文を執筆したに留まらず，取り組みの後も調査を通じて得た地域住民との関係を

発展させ，引き続き考察や関わりを模索しており，その意味で生きた研究になっている。こう

した事情から特別に本紀要への掲載をお願いした次第である。

（1）等身大の地域再生で愛媛を元気に

〈執筆者〉

　愛媛大学法文学部総合政策学科　Cha11enge　Job　C1ub

　高須賀ひとみ（代表），石原絵梨子，菅谷　聡司，武智　美里，宮本　越宏，

　山口　　文，山手　大輔

（2）魅力あふれる町づくり一グリーン・ツーリズムで愛媛を元気に活性化～

＜執筆者〉

　愛媛大学法文学部総合政策学科専門科目「フィールド・ワーク」受講生

　愛媛大学法文学部総合政策学科2回生

　　　（愛前町グリーン・ツーリズム応援サポーター）

　藤堂　奈菜（代表），堂本真奈美，松友いずみ，村上　朝子

（3）愛媛を全国に発信するには　　とびっきりの愛媛を農業体験から

く執筆者〉

　愛媛大学法文学部総合政策学科専門科目「フィールド・ワーク」受講生

　愛媛大学法文学部総合政策学科2回生

　井上　瑞穂（代表），西／11　彩，渡部　　愛
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